
新
型
コ
ロ
ナ
か
ら
見
え
て
き
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
未
来

― 

原
子
力
を
使
わ
ず
海
外
依
存
？　

自
給
と
は
何
か 

―

特 別
寄 稿

（株）ユニバーサルエネルギー
研究所

代表取締役社長

金田　武司
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◇
は
じ
め
に

日
本
が
過
去
た
ど
っ
て
き
た
歴
史
・
社
会

変
革
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
変
遷
と
大
き
な
関

係
が
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
社
会
を
変
え
、

ま
た
社
会
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
変
え
て
き
た
。

日
本
に
は
過
去
ど
こ
の
国
よ
り
も
大
き
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
変
革
を
経
験
し
て
き
た
歴
史

が
あ
る
。
ま
た
、
他
国
に
は
な
い
ほ
ど
の
大

き
な
経
済
危
機
を
経
験
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ

危
機
か
ら
見
え
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
未
来
を

過
去
の
経
験
か
ら
ひ
も
と
い
て
み
た
い
。

◇
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
社
会
を
変
え
、
文
化
を

つ
く
っ
た

江
戸
時
代
の
薪
や
炭
、
菜
種
油
な
ど
の
文

化
は
ペ
リ
ー
の
来
航
に
よ
り
一
変
し
た
。

巨
大
な
艦
船
が
太
平
洋
を
渡
り
、
黒
煙
を
吐

き
、
巨
大
な
大
砲
を
打
ち
放
つ
圧
倒
的
な
力

を
み
た
日
本
人
は
戦
意
を
喪
失
し
た
に
違

い
な
い
。
石
炭
の
な
せ
る
技
で
あ
り
、
石
炭

は
自
給
可
能
で
あ
っ
た
。

大
正
時
代
は
電
気
と
と
も
に
幕
を
開
け

た
。
日
本
に
は
急
峻
な
山
と
急
流
の
川
が
あ

た
の
は
原
子
力
で
あ
っ
た
。
海
外
に
依
存
す

る
こ
と
の
危
険
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
た

か
ら
で
あ
る
。

今
年
四
月
末
、
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
経
済
活
動
が
制

限
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
二
〇
二
〇
年
の
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
量
が
前
年
に
比
べ
六
％
減
少

（
過
去
最
大
幅
）
す
る
と
い
う
見
通
し
を
発
表
し
ま
し
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
は
今
後
ど
う
変
わ

っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

（
株
）
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所 

代
表
取
締
役
社
長
の
金
田
武
司
さ
ん
に
、
寄
稿
い
た

だ
き
ま
し
た
。

り
、
大
き
な
犠
牲
を
払
い
つ
つ
も
、
ダ
ム
を

つ
く
り
電
力
の
生
産
を
始
め
た
。
そ
し
て
、

産
業
活
動
は
動
力
に
よ
り
機
械
化
さ
れ
、
生

活
様
式
は
一
変
し
た
。
大
正
文
化
が
生
ま

れ
、
技
術
が
日
本
を
育
て
た
。

◇
石
油
の
時
代
が
教
え
た
こ
と

「
昭
和
は
石
油
と
と
も
に
始
ま
り
石
油
と

と
も
に
幕
を
閉
じ
た
」
と
言
わ
れ
る
。
石
油

を
求
め
た
戦
争
に
よ
る
犠
牲
は
あ
ま
り
に

も
大
き
か
っ
た
。
南
方
の
油
田
か
ら
本
土
へ

の
原
油
輸
送
の
タ
ン
カ
ー
。
最
後
の
一
隻
が

撃
沈
さ
れ
た
と
き
、
戦
争
を
遂
行
す
る
意
味

は
失
な
わ
れ
た
。
タ
ン
カ
ー
は
今
で
も
日
本

の
生
命
線
で
あ
る
。

貧
し
く
敗
戦
国
で
あ
っ
た
日
本
が
未
来

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
選
択
し
、
期
待
し

●二度のオイルショックの経験から日本は「脱中東」をはかり、原子力を増やしたが

（資源エネルギー庁 HP）

■日本の一次エネルギー供給構成の推移

出典：資源エネルギー庁「総合エネルギー統計」
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◇
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
を

考
え
る

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

需
要
の
減
少
を
引
き
起
こ
し
た
。
僅
か
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
需
給
の
差
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
は
暴
落
す
る
。
他
の
産
業
に
は
な
い
特

殊
事
情
が
あ
る
。
な
に
か
。

例
え
ば
シ
ェ
ー
ル
オ
イ
ル
。
こ
の
採
掘
に

よ
り
ア
メ
リ
カ
は
中
東
諸
国
を
抜
い
て
世

二
度
に
わ
た
る
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
影

響
は
特
に
日
本
に
と
っ
て
甚
大
だ
っ
た
。

第
四
次
中
東
戦
争
に
よ
る
第
一
次
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
は
原
油
価
格
を
一
挙
に
四
倍
に

引
き
上
げ
、
イ
ラ
ン
革
命
に
端
を
発
し
た
第

二
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
は
原
油
価
格
を
二

倍
以
上
に
引
き
上
げ
た
。
極
度
に
中
東
に
依

存
し
た
日
本
経
済
は
海
外
に
依
存
す
る
こ

と
の
危
険
を
も
う
一
度
体
験
し
た
。

◇
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
残
し
た
も
の

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
は
日
本
経
済
に
壊
滅
的

な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
が
、
経
済
復
興
政
策

は
成
功
し
た
。
脱
中
東
で
あ
る
。「
省
エ
ネ
」

に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
切
に
使
い
、「
石

油
の
備
蓄
」
を
開
始
し
、「
原
子
力
」
に
よ

る
脱
石
油
と
電
力
の
安
定
供
給
が
大
き
な
柱

で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
自
立
・
自
給
の
た
め

の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
は
世
界
の
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
ブ
ー
ム
の
先
駆
け
と
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
省
エ
ネ
技
術
は
省
エ
ネ
大
国

日
本
の
礎
を
築
き
、
発
電
を
は
じ
め
エ
ン
ジ

ン
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
な
ど
の
効
率
を
高
め
、

工
業
製
品
（
車
や
冷
蔵
庫
、
ク
ー
ラ
ー
な
ど
）

の
輸
出
が
日
本
の
経
済
復
興
を
後
押
し
し
た
。

無
資
源
国
日
本
に
と
っ
て
「
海
外
依
存
」

の
怖
さ
と
「
蓄
え
」
の
重
要
さ
を
思
い
知
ら

さ
れ
、
ま
た
そ
れ
を
バ
ネ
と
し
て
成
長
し
た

の
が
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
は
な
か
っ
た
だ

ろ
う
か
。

◇
あ
ら
た
め
て
「
自
給
」
と
は
な
に
か

農
林
水
産
の
分
野
で
は
「
食
料
自
給
率
」

と
言
う
言
葉
が
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
農
林
規

格
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
）
で
定
義
さ
れ
、
日
本
の
食

料
自
給
率
は
今
三
七
％
（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー

ス
）
で
あ
る
。
一
方
、「
食
料
国
産
率
」
と

い
う
言
葉
も
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
国
内
で
最

終
加
工
さ
れ
れ
ば
日
本
製
と
表
示
し
、「
食

料
国
産
率
」
に
カ
ウ
ン
ト
す
る
。

例
え
ば
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
不
足
し
た
マ

ス
ク
の
場
合
、
中
国
か
ら
輸
入
し
た
不
織
布

と
ゴ
ム
紐
を
国
内
で
縫
い
合
わ
せ
れ
ば
「
国

産
」
と
な
る
。
マ
ス
ク
は
二
〇
％
が
国
産
で

あ
る
が
最
後
の
一
手
間
が
国
内
で
行
な
わ

れ
れ
ば
国
産
で
あ
り
、
完
成
品
を
輸
入
す
れ

ば
中
国
製
と
な
る
。
な
の
で
、
国
産
品
の
多

く
は
材
料
が
輸
入
で
き
な
け
れ
ば
生
産
（
自

給
）
出
来
な
い
。

さ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ど
う
か
。
国
内
で

販
売
す
る
太

陽
光
発
電
モ

ジ
ュ
ー
ル
の

八
二
％
は
海

外
製
（
二
〇

二
〇
年
、
一

般
財
団
法
人

太
陽
光
発
電

協
会
）、
産
地

は
お
も
に
中

国
で
あ
る
。

エ
ネ
ル
ギ

ー
資
源
が
な

い
日
本
が
、

中
東
へ
の
過

度
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
依
存
を
解
消
す
る
政
策
と
し
て
ス
タ

ー
ト
し
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
そ
れ
は
国
内

の
機
械
・
電
気
産
業
の
育
成
を
政
策
目
標

と
し
、
国
内
で
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
初

め
て
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
「
自
給
」
と
言
え

る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
今
や
国
内
の
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
機
器
メ
ー
カ
ー
の
影
は
薄
い
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
す
ら
過
度
の
海
外

依
存
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

●日本は中東への依存を解消するため新エネルギー、特に太陽光発電を増やした

（一財）日本原子力文化財団「原子力・エネルギー図面集」より作成

出典：資源エネルギー庁「エネルギー白書 2019」

■日本の太陽光発電導入量の推移（日本における累積導入量）
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界
一
の
石
油
輸
出
国
と
な
っ
た
。
需
要
が
減

れ
ば
「
生
産
調
整
」
を
考
え
が
ち
だ
が
、
そ

れ
が
で
き
な
い
。
一
度
採
掘
を
停
止
す
る
と

採
掘
量
が
減
少
す
る
性
質
が
あ
る
た
め
売

り
先
が
な
く
て
も
生
産
を
続
け
る
宿
命
を

持
つ
。

持
て
る
カ
ー
ド
の
全
て
を
失
い
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の

一
本
立
ち
と
い
う
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
。

唯
一
、
太
陽
光
や
風
力
は
海
外
か
ら
歓
迎
さ

れ
る
。
極
度
の
海
外
依
存
だ
か
ら
歓
迎
さ
れ

る
に
決
ま
っ
て
い
る
。

し
か
ら
ば
、
唯
一
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
は
島
国
日
本

に
輸
送
す
る
た
め
、
液
化
す
る
必
要
が
あ

る
。
こ
れ
が
高
額
か
つ
長
期
契
約
と
な
る
要

因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
他
に
カ
ー
ド
が
な
け

れ
ば
高
額
な
長
期
契
約
で
も
仕
方
が
な
い
。

こ
の
た
め
、
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
余
剰

が
発
生
し
た
が
、
暴
落
し
て
い
る
た
め
転
売

は
逆
ざ
や
と
な
る
。

最
後
に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
中
国
な
ど
の
海

外
製
品
・
部
材
に
極
度
に
依
存
し
て
お
り
、

そ
れ
ら
の
普
及
に
は
国
民
の
支
援
（
コ
ス
ト

負
担
）
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
賦
課
金
と
し

て
二
〇
一
九
年
に
は
二
・
四
兆
円
の
追
加
コ

ス
ト
を
全
国
民
が
負
担
し
て
い
る
。
こ
の
負

担
は
毎
年
続
け
る
必
要
が
あ
り
、
二
〇
三
〇

年
に
は
三
兆
円
と
試
算
さ
れ
る
。

◇
お
わ
り
に

終
戦
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
、
二
度
に
わ

た
る
石
油
危
機
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
な
ど

な
の
で
、
実
際
に
シ
ェ
ー
ル
オ
イ
ル
の
価

格
は
井
戸
元
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、
さ
ら
に

タ
ン
ク
を
持
た
な
い
事
業
者
（
帳
簿
上
の
先

物
取
引
）
は
、
お
金
を
支
払
っ
て
買
っ
た
油

を
引
き
取
っ
て
も
ら
う
（
す
な
わ
ち
代
金
が

マ
イ
ナ
ス
）
と
い
う
前
代
未
聞
の
事
態
に
ま

で
発
展
し
た
（
Ｗ
Ｔ
Ｉ

先
物
市
場　

四
月
二
〇

日
）。
タ
ン
カ
ー
は
引
き

取
り
手
が
決
ま
る
ま
で

海
上
を
さ
ま
よ
う
の
で

あ
る
。

さ
て
、
原
子
力
な
き
日

本
は
二
酸
化
炭
素
排
出
量

が
多
い
と
い
う
理
由
で
石

炭
の
利
用
を
世
界
か
ら
批

判
さ
れ
て
い
る
（
実
際
は

日
本
の
新
設
石
炭
火
力
発

電
所
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は

諸
外
国
の
発
電
所
よ
り

少
な
い
）。
不
思
議
な
こ

と
に
、
そ
れ
に
呼
応
し
た

多
く
の
金
融
機
関
は
石
炭

へ
の
投
資
を
停
止
し
た
。

結
果
と
し
て
、
日
本
は

日
本
は
諸
外
国
と
は
異
な
る
日
本
固
有
の

影
響
を
受
け
、
危
機
を
乗
り
越
え
、
企
業
の

発
展
と
経
済
の
強
靱
化
を
実
現
し
た
。
一
言

で
言
え
ば
産
業
、
生
活
に
必
須
な
も
の
を
自

給
す
る
力
が
日
本
経
済
を
再
構
築
し
た
。

そ
の
た
め
の
技
術
開
発
で
は
な
か
っ
た
か
。

既
に
あ
る
原
子
力
を
使
わ
ず
し
て
海
外
に

依
存
し
続
け
る
こ
と
が
将
来
に
禍
根
を
残

す
。
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
得
る
べ
き
教
訓
は
、

こ
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

こ
の
ほ
か
、
金
田
武
司
さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

か
か
わ
る
寄
稿
「
コ
ロ
ナ
危
機
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

危
機（
シ
リ
ー
ズ
四
話
）」
は
左
記
よ
り
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◆
W
E
B
サ
イ
ト
「
エ
ネ
百
科
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東
日
本
大
震
災（
二
〇
一
一
年
三
月
）

東
日
本
大
震
災（
二
〇
一
一
年
三
月
）

● 2011年の東日本大震災以降、原子力発電所の停止に伴い、天然ガス（LNG）、石炭等による発電の
割合が増加

（株）ユニバーサルエネルギー
研究所

代表取締役社長

金田　武司
（かねだ・たけし）

工学博士。東京工業大学大学院エ
ネルギー科学専攻博士課程修了。

（株）三菱総合研究所勤務を経て、
2004 年（株）ユニバーサルエネル
ギー研究所を設立。2018 年 8月に
新著『東京大停電』を出版。

（一財）日本原子力文化財団「原子力・エネルギー図面集」より作成

出典：資源エネルギー庁「エネルギー白書 2019」

■日本の電源別発電電力量の推移


